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	黒松内町では、2025年度より環境再生型農業への転換に向けた羊の飼育や、町内の農協等との関係構築を開始した。環境再生型農業での産業振興には、引き続き町内外の仲間づくりが不可欠
	黒松内町は、町を流れる朱太川を中心とした豊かな生態系が維持されてきたが、人口減少が顕著であり、自然の維持や基幹産業である農業における人材の確保が不可避
	自然の保全と活用の取組の相互補完関係を確立するだけでなく、過ごしやすい環境づくりへの還元、両立を通して、持続可能かつネイチャーポジティブな地域づくりを目指す
	農薬や人工飼料を使わず、排泄物もそのまま堆肥化して野草等の自生を促す循環を生み出すことにより、朱太川の水の汚染を限りなくゼロに近づける環境再生型農業への転換により、さらなる流域一帯での朱太川の生態系の保全を推進していく
	黒松内町では、町に関わりのある企業や団体等と連携して、ネイチャーポジティブな地域づくりに向けた体制を構築中である
	黒松内町では、町内に上流から下流まで収まる朱太川水系を中心に、自然資本と水を活用する産業が集結している
	黒松内町では、ネイチャーポジティブな地域づくりに向け、町として目指したい姿の全体像と必要な体制を検討しつつ、町外企業との将来的な関係性を構築するために必要な要素も整理
	ネイチャーポジティブな地域づくりにあたっては、自然の保全と活用の取組の複層的な実施により、地域経済循環を生み出し、持続可能な取組の運営体制を構築することが重要

